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p. 178 チャールズ・プライス・ルーミス（Charles P. Loomis 1905‒95）　※コロラド州ブルームフィールド
（Broomfield）に生まれた社会学者。ニューメキシコ州ラスクルーセスのニューメキシコ州立大学とノー
スカロライナ州立大学で社会学と経済学を学び、1933年にハーヴァード大学で PhD.を得た。学位論文
は “Family Composition and Socio-Economic Activities of the White Farmers in Wake County, North Carolina.”
農業経済の専門家として米合衆国農務省に勤務し、またハーヴァード大学で visiting lecture として社会
学を担当した。1944年からミシガン州立大学で社会学を教え、1957年に同大学の助教（Research 
Professor）となった。アメリカ社会学会の第57代の会長を務めた。
p. 178 ジョゼフ・ ライフ（Joseph Leif）　経歴などは詳らかになし得なかった。本編を含む『ケルン社会
学・社会心理学誌』の「テンニェス特集」に「フェルディナント・テンニェス以後の社会学の歩み」
（原文は仏語）がドイツ語訳で収録されている。








p. 178 ジョルジュ・ギュルヴィッチ（Georges Gurvitch 1894‒1965）　黒海沿岸ノヴォローシスクに生まれ、
パリに没したロシア人の社会学者。知識社会学を唱え、サンクトペテルブルク大学の教授となったが、
1920年代に亡命し、パリ大学ソルボンヌ校の教授として社会学を担当した。1944年に社会学の専門誌


















p. 180 『近代の精神』（Der Geist der Neuzeit）　テンニェスが最後に手掛けた200頁余りのまとまった著作。
《社会的関係性の肯定》という議論を呼んだ見解について古代・中世・近代という歴史展開に沿って論
じているのも特徴の一つとされる。
p. 180 ゲオルク・ヤーン（Georg Jahn）　詳らかになし得ないが、主著に『国民経済学要綱』（Georg Jahn, 
Grundzuüge der Volkswirtschaftslehre. 1922）があり、また1955年２月28日の70歳に因んで次の記念論集が
編まれている。Georg Jahn, Haushalt, Verbrauch und Lebensstandard. In: Hauswirtschaft und Wissenschaft, Jg. 
1956.  Volkswirtschaftslehre, Eine Einführung in das wirtschafts- und sozialwissenschaftliche Denken, Berlin u. 
Frankfurt/M.
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（Instituts für Grenz- und Auslandsstudienなど）を率いた。ナチ政権の成立と共に、イェナ大学教授となり
ベームのために設けられた科目《フォルク理論と民族体社会学》（Volkstheorie und Volkstumssoziologie）を
講じた。1945年に失職したが民族思想を変えなかった。多くの著作のなかでも「自立した民族：フォルク
理論の基本」（Das eigenständige Volk. Volkstheoretische Grundlagen der Ethnopolitik und Geisteswissenschaften. 
Göttingen 1932）と「自立した民族：民族社会学入門」（Das eigenständige Volk. Einführung in die Elemente 



































なった（Ancient Law; Its Connection to the Early History of Society, and Its Relation to Modern Ideas. London 
1861）。また法と文明の関係に幅広く関心を寄せた。東インド会社の存廃の論議から1863年にインドへ
赴任して法学の分野でインド文明の識者となった。ケンブリッジ大学へ戻り国際法を担当し、また『東
と西の村落共同体』（Village Communities in the East and the West. 1871）などの著述を行なった。歴史法
学のイギリスにおける定礎者とされる。
p. 184 ヨーハン・ヤーコプ・バッハオーフェン（Johann Jacob Bachofen 1815‒87）　バーゼルに生まれ没し
たスイスの法制史家・文化人類学者・社会学者。サヴィニーに強く影響を受けた歴史法学派の一人にか
ぞえられる。古代法の研究を通して古代社会についての造詣を深め、特に1861年に出版された『母権論』
（Das Mutterrecht. Eine Untersuchung über die Gynaikokratie der alten Welt nach ihrer religiösen und rechtlichen 
Natur. Stuttgart 1861）は刊行直後から今日まで大きな反響を呼び、社会学・文化人類学・民俗学に多大
の影響を与えた。







p. 184 カール・マルクス（Karl Marx 1818‒83）　トリーア（RP）に生まれ、ロンドンに没したユダヤ人の
経済学者・社会運動家。テンニェスは、マルクスの特に階級社会の理論と『古代社会ノート』などを先
行学説として立脚したことに屢々言及している。
p. 186 ショーペンハウアー（Arthur Schopenhauer 1788‒1860）　ダンツィヒ（現ポ，グダニスク）に生まれ、
フランクフルト・アム・マインに没したドイツの哲学者。
p. 186 テンニェス『世論批判』（Kritik der öffentlichen Meinung）　1922年にベルリンのシュプリンガー社か
ら刊行されたテンニェスの著作で、600頁を超える大部なものである。実地調査や実証研究ではなく、
主要に概念的な考察であるためポピュラーではない。次の邦語文献を参照，宮武実知子「戦間期ドイツ
における世論研究の試み : テンニース『世論批判』の再検討」『京都社会学年報』第７号（1999），pp. 
141‒154. : KJS＝Kyoto journal of sociology (1999), 7: 141‒154（京都大学学術情報リポジトリ）
p. 187 ヴィルヘルム・メッツガー（Wilhelm Metzger 1879‒1916）　目下は経歴等を詳かにし得なかった。 
次の２著がある。『1795年から1802年に至るシェリング哲学のエポック』（Die Epochen der Schellingschen 
Philosophie von 1795 bis 1802. Ein problemgeschichtlicher Versuch. 1911）；次の文献（原注194）が遺稿とし
て出版された。『ドイツ観念論の倫理学における社会・法・国家』（Gesellschaft, Recht und Staat in der 
Ethik des deutschen Idealismus mit einer Einleitung: Prolegomena zu einer Theorie und Geschichte der sozialen 
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学教授（1871‒83）を経て1882年にベルリン大学教授となった。翌年に刊行された『精神科学序説』
（Einleitung in die Geisteswissenschaften. Versuch einer Grundlegung für das Studium der Gesellschaft und der 
Geschichte. Bd. 1. Leipzig 1883）をはじめ、倫理学・歴史学・美学を含む精神科学の体系的な著述によっ
て今日まで多大の影響を及ぼしている。また『体験と創作』（Das Erlebnis und die Dichtung. 1905）は
《体験》の語を流行語にした。『解釈学の成立』（Die Entstehung der Hermeneutik. 1900）は文学研究への
意義が大きい。日本でも『ディルタイ全集』（法政大学出版局）が刊行されている。






著は、ディルタイが初期に何度か取り上げている『文化と法生活』（Kultur und Rechtsleben. 1865）で、
当時はよく読まれたらしい。




p. 188 ヒューム（David Hume 1711‒76）　スコットランドのエディンバラに生まれ没した哲学者。歴史家
としては『英国史』がポピュラーであり、またここで想定されている『人間本性論』（Treatise of Human 
nature. 1739‒1740）もイギリス経験論哲学の到達点として影響力が大きかった。









p. 190 合理的欲求（appetitus rationalis）　《意志》とは何かをめぐるアリストテレス『ニコマコス倫理学』
なかの用語（r,3）のラテン語訳に遡り、近代初期ではライプニッツによって強調され、さらにヴォル
フに受け継がれた。




















p. 194 エトムント・フッサール（Edmund Fusserl 1859‒1938）　オーストリア帝国時代のモラヴィアのプ
ロースニッツ（ Proßnitz現 Prostějov ）に生まれ、フライブルク（i.Br. BW）に没した哲学者。ウィーン
大学で哲学者フランツ・ブレンターノに師事し、やがて哲学の方法として《現象学》を提唱した。ハレ
大学、ゲッティンゲン大学、フライブルク大学の教授をつとめた。








p. 199 リヒァルト・トゥルンヴァルト（Richard Thurnwald 1869‒1954）　ウィーンに生まれ、ベルリンに没
したエスノローグ。大学では憲法を学び、国家公務員となった。1901年にベルリンの民族学博物館
（Königlichen Museums für Völkerkunde　1886年にアードルフ・バスティアンを館長として発足、今日の
「エスノロジー博物館」Ethnologische Museum）に職を得た。医師アルフレート・プレッツ（Alfred 




（Zeitschrift für Völkerpsychologie und Soziologie：今日の Sociologus）を創刊した。国際アフリカ研究所













p. 200 アレクシ・ド・トクヴィル（Alexis-Charles-Henri Clérel de Tocqueville 1805‒59）　パリに生まれ、カ
ンヌに没したフランスの外交官・文明評論家・歴史家。貴族の家系に生まれ多くの血縁者が処刑される
経験をもち、政治制度への関心を深めた。パリ大学で法学を学んだ。法曹界を経て、1830‒32年のアメ
リカ滞在をもとに著した『アメリカの民主政治』２巻（De la démocratie en Amérique. 1835, 1840）は今
日なおアメリカ論の基本文献とされるだけの知見に富んでいる。二月革命の革命政府の議員、また外務
大臣を務めた。『旧体制と革命』（L’Ancien Régime et la Révolution. 1856）も現代史の方法論として大きな
意味を持つ。
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となった。自然科学で説明ができることを尺度にした近代合理主義的な観点によるキリストの伝記『イ
エスス伝』（Vie de Jésus. 1863）は今日まで一方の見解を代表している。また人種による等級や植民地所
有に正当性をみとめ、《反セム主義》という語を最初に用いたともされる。









p. 201 ヘーゲル（Georg Wilhelm Friedrich Hegel 1770‒1831）　シュトゥットガルトに生まれ、ベルリンに没
した哲学者。ドイツ観念論哲学の完成者として知られる。
p. 201 クリストーフ・ジークヴァルト（Christoph von Siegwart 1830‒1904）　テュービンゲンに生まれ没し
たドイツの哲学者。テュービンゲン大学教授。論理学を専門とした。
p. 202 カール・ドゥンクマン（Karl Dunkmann 1868‒1932）　東フリースラントのアウリッヒ（Aurich NI）
に生まれ、ベルリンに没したプロテスタント神学者。後年は労働問題への関心を強め、そのテーマでの
社会学者であった。1924年にベルリンに「応用社会学研究所」（Institut für angewandte Soziologie）を設
立し、機関誌『応用社会学アーカイヴ』（Archiv für angewandte Soziologie）を創刊した。






















p. 139. ;《コノ帰結トシテ……》（第４部定理64［系］）p. 80. ;《受動ナル感情ハ……》（第５部定理３）
p. 107.














ついて主張があり、『近代史における国家理性の理念』（Die Idee der Staatsräson in der neueren Geschichte. 
1924）は理性による個人と国家の調整を説いたが、『ドイツの悲劇』（Die deutsche Katastrophe. Betrachtungen 
und Erinnerungen. 1946）では大衆社会に破局の原因を見ており、よくも悪しくもヨーロッパの伝統的な
知性に立脚する正統派であった。






p. 217 アース神族（アサ神族 die Asen: 古ノルド語 Ás, Áss, 複数形：エーシルÆsir, 女性形 Ásynja, 女性複











p. 217 フランツ・シュタウディンガー（Franz Staudinger 1849‒1921）　南ヘッセンの村ヴァラーシュテッテ
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野で筆を揮い、ジャーナリズムをも活動の場とした。伊藤博文にプロイセン憲法をモデルにした憲法の
導入を助言したことでも知られる。









代の G.シュモラー、A.ヴァーグナー、L.ブレンターノ、G・F.クナップ、K.ビュッヒャー（⇒ S. 386 p. 
217）等は新歴史学派と呼ばれ、実証的な研究の積み重ねを重視し、文献・統計資料を駆使した詳細か
つ実証的な歴史研究が推進された。














圃 1917., 訂正改刻第２版 1921., 増補改訂『國民經濟の成立』栗田書店 1942.







Geschichts-, Gesellschafts-, und Staatstheorie. 2 Bde.1920‒21）がある。暴力革命を回避することに関心が
強く、ロシアのボリシェヴィキ革命を批判した。ナチス＝ドイツ期に入って著作は焚書の対象となり、
貧窮のうちに没した。




（Der Ursprung der Familie, des Privateigenthums und des Staats. 1884）である。








著がある。『市民社会史論』（An essay on the history of civil society.1767）、『ローマ共和国盛衰史』（The 
history of the progress and termination of the Roman Republic.1783）、講義録『道徳・政治科学原理』
（Principles of Moral and Political Science. 1792）。
p. 228 ヨーゼフ・コーラー（Josef Kohler 1849‒1919）　南西ドイツのオッフェンブルク（Offenburg BW）に
生まれ、シャルロッテンブルク（Charlottenburg現在はベルリン市域）に没した法学者。ハイデルベル
ク大学とフライブルク大学で学び 1873年にフランス私法の研究で学位を得た。1877‒78年に２巻から成
る大部な『発明権法』（Deutsches Patentrecht. Systematisch bearbeitet unter vergleichender Berücksichtigung 






















想した穏健なリベラリストであった。『法治国家の原理に基いた政治学』（Die Polizei-Wissenschaft nach 
den Grundsätzen des Rechtsstaates. Tübingen 1833）、『国法・国際法・政治』３巻（Staatsrecht, Völkerrecht 
und Politik. Tübingen 1860‒1869） な ど の 著 作 の 他、『 国 家 学 百 科 事 典 』（Encyklopädie der 
Staatswissenschaften. Tübingen 1859） を 編 み、 ま た『 総 合 国 家 学 誌 』（Zeitschrift für die gesamte 
Staatswissenschaft＝ ZgS）の編集者の一人であった。明治期の日本では加藤弘之などが関心を寄せた。










p. 228 エドワード・バーネット・タイラー卿（Sir Edward Burnett Tylor 1832‒1917）　ロンドン市域キャン
バーウェル（Camberwell/South London）に生まれ、サマセット州ウェリントン（Wellington/ Somerset）
100
文 明 21　No. 45
に没した文化人類学者。主著は『原始文化』（Primitive Culture. 1871）、《アニミズム》概念の提唱者でも
あった。
p. 228 ヌマ・ドニ・フュステル・ド・クーランジュ（Fustel de Coulange 1830‒89）　パリに生まれ、エソン
ヌ県マシー（Massy/Essonne）に没した中世史家。パリ高等師範学校を卒業してアテネに奨学生として
留学し、中学校教師を経て1860年にストラスブール大学教授、1870年にエコール・ノルマル教授、
1875年にソルボンヌ校の教授となった。主著『古代都市』（La Cité antique. 1864）によって知られる。
［邦訳］田辺貞之助（訳）『古代都市』２巻 白水社1944, 1948.
p. 228 オットー・フォン・ギールケ（Otto von Gierke 1841‒1921）　シュテッティン（Stettin現ポ Szczecin）
に生まれ、ベルリンのシャルロッテンブルクに没した法学者・政治家。ベルリン大学とハイデルベルク





フワーク『ドイツ団体法論』４巻（Das deutsche Genossenschaftsrecht. 1868, 1873, 1881, 1913）で知られ、
次の邦訳がある。庄子良男訳『ドイツ団体法論』信山社出版 2014f.





就の理論』（Plutology, or, The theory of the efforts to satify human wants. Melbourne 1863）のタイトルはギ
リシア神話のプルートーが《富める女》の意であることから学問名として造語された。他に『法的な義
務と権利の理論』（The theory of legal duties and rights: an introduction to analytical jurisprudence. Melbourne 
1883）がある。






p. 228 ライスト（F. Leist）　不明





（Institut International de Sociologie）の会長となった（1897‒98）。フィルヒョーの細胞学を人間社会に応
用した社会学における生物学学派の代表者であった。





Studies, Religious and Social: First Series. London, 1882.; Asiatic Studies: Religious and Social in India, China & 
Asia: Second Series. London, 1899.























p. 228 ヨハネス・アルトゥジウス（Johannes Althusius 1557‒1638）　ライン地方東南辺ディーデンハウゼン



















めの闘争』（Der Kampf ums Recht. 1872）は大反響を呼んだ。1872年にゲッティンゲン大学へ移った。
ローマ法の研究を中心に今日まで影響力を保っている。






p. 233 ヨーハン・ゴットリープ・フィヒテ（Johann Gottlieb Fichte 1762‒1814）　ザクセン地方ラーメナウ
102







p. 233 シュライエルマッハー（Friedrich Schleiermacher 1768‒1834）　シレジアのブレスラウ（現ポ）に生
まれ、ベルリンに没したプロテスタント神学者・哲学者。ベルリン大学教授、同大学の初代の神学部
長。宗教論で知られる。













p. 235 フリードリヒ・ヴィルヘルム・シェリング（Friedrich Wilhelm Schelling 1775‒1854）　シュトゥット
ガルトに近いレーオンベルク（Leonberg Lk. Böblingen BW）に生まれ、スイスのバート・ラーガーツ
（Bad Ragaz Kt.St.Gallen）で没したドイツ観念論哲学の系譜上の重要な一人。
p. 237 オットマル・シュパン（Othmar Spann 1878‒1950）　ウィーンの（今日は市域）アルトマンスドルフ







ズムが形成される前の1921年に刊行された主著の一つ『真実の国家』（Der wahre Staat. 1921）において、
マルクス主義とリベラリズムに対抗する全体主義の方向を明示していた。シュパンはそれをロマン主義




















































dtv版２巻本『ゲーテ引用辞典』（1972）に10種類が収録されているのを参照，Art. Gesellschaft. In: dtv-
Lexikon der Goehte-Zitate. Bd. 1, Sp. 272‒273.
p. 239 アダム・スミス（Adam Smith 1723‒90）　スコットランドのファイフ（Fife）に生まれ、エディンバ
ラに没した国民経済学者。『国富論』（1776）と『道徳感情論』（1759）で知られる。





ウスの帰郷道中伝説を範にした『テレマックの冒険』（Les Aventures de Télémaque. 1699）を執筆した。
王侯子弟への教材が直接の目的であったが、登場人物の暴君ピグマリオンはルイ14世を、奸婦アスタ
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ダーの一人であった。主著に『正法論』（Die Lehre von richitigen Rechte. 1902）がある。
p. 241 ジョン・ロック（John Locke 1632‒1704）　イングランド南西部サマセット州リントン（Wrington/
Somerset）に生まれ、エセックス州ハイラヴァー（High Laver/Essex）に没した哲学者。イギリス経験論
哲学の始祖とされ、『人間知性論』（An Essay Concerning Human Understanding. 1689）と『市民政府二論』
（Two Treatises of Government. 1690）はアメリカ合衆国の国家形態をはじめ近代国家の制度と思想の両面
で大きな影響をあたえた。
p. 242 ジェルジュ・ルカーチ（Lukács György 1885‒1971）　ブダペストに生まれ没したハンガリーの思想
家・政治家。マルクス主義者として社会主義・共産主義の立場に立つと共に、主にドイツ思想を論理
学・歴史・文学・美学にわたって吸収しつつ、20世紀の政治の激動の中で亡命・逮捕・社会主義政権
の文相を経験しつつ自己の思想をドイツ語で執筆した。『魂と形式』（Die Seele und die Formen. 1911）
『小説の理論』（Die Theorie des Romans. 1920）、『歴史と階級意識』（Geschichte und Klassenbewusstsein. 
1923）、『若きヘーゲル』（Der junge Hegel. 1948）などは影響力が大きかった。
p. 242 エドマンド・バーク（Edmund Burke 1729‒97）　ダブリンに生まれ、イングランドのビーコンズ
フィールド（Beaconsfield/Buckinghamshire）に没した政治家・政治思想家。富裕なアイルランド国教会
信徒の家庭に生まれ、早い時期の『自然社会の擁護』（A Vindication of Natural Society: or, a View of the 
Miseries and Evils arising to Mankind from every Species of Artificial Society. 1756）と特に『崇高と美の観念





（Reflections on the Revolution in France. 1790）も一方の主張であり、ロマン主義の情感を湛えた名文であ
ることによっても影響を与えた。
p. 242 ド・ボナール（de Bonald Louis Gabriel Ambroise, Vicomte de Bonald 1754‒1840）　アヴェロンのミロー
近郊にあるル・モナで生まれたフランスの著述家、反革命哲学者、政治家。1791年に革命思想を嫌っ
て亡命し、コンデ公の軍に参加したが、その後ドイツのハイデルベルクに居住した。
p. 242 ド・メーストル伯（Joseph-Marie, comte de Maistre 1753‒1821）　サヴォワに生まれたフランスのカト
リック思想家、外交官、王党派、保守主義者、権威主義者、反革命家。軍人・作家のグザヴィエ・ド・
メーストルは弟、ハープ奏者のグザヴィエ・ドゥ・メストレは子孫にあたる。































p. 256 クロイト（Jakob Pieter Klruijt 1898‒1975）　オランダのザーンディク（Zaandijk）に生まれ、ユトレ
ヒト州デ・ビルト（De Bilt）に没した社会学者。

















































































































































































































































































７） René KÖNIG, Das Fischer-Lexikon, Teil: 10., Soziologie. Frankfurt am Main 1958, S.223.
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て書誌データを挙げる。Martha BRINGEMEIER, Gemeinschaft und Volkslied. Ein Beitrag zur Dorfkultur des 


































11） Richard WEISS, Volkskunde der Schweiz. Grundriss. Erlenbach-Zürich 1946
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12） Utz MAAS, „Als der Geist der Gemeinschaft eine Sprache fand“. Sprache im Nationalsozialismus. Versuch 
einer historischen Argumentationsanalyse. Opladen 1984.


































14） Michael STOLLEIS, Gemeinschaft und Volksgemeinschaft. In: Vierteljahrshefte für Zeitgeschichte, Jg. 20 (1972), 
S. 16‒38. 
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ゲン」（TPSG［＝ Turn-und Polizeisportgemeinschaft］Frisch Auf Göppingen）を挙げてもよ
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理がない。しかしまたテンニェスが、ケーニヒが何度も、明白ではない点が多いことを指
摘したように、必ずしも緻密な理論ではなかった。また現代社会の特質をほとんどつかん
でいないのも、ケーニヒの指摘する通りであろう。そこから見ると、テンニェスが《ゲマ
インシャフト》を強調したのも、近代の社会変化に直面した時に起きた後退的な姿勢をみ
ずから論説にした面も否定できない。それが《ゲゼルシャフト》との対比というかたちで
強調されたことが、もとは特にその意味をもたなかった有機的な結びつきの意味を漠然と
つかむことになり、それがために流行語となったという脈絡も考えられる。それが最終的
にはナチズムに重なったことを見ると、それを踏まえたその概念の重みをはずそうとして
ドイツの論者たちの努力を度外視して日本で時おり論議が起きることには問題がある。ド
イツ人がこのテーマを卒業したことは、それはそれで受けとめるべきだろう。人間の共同
体性は忽せにし得ない研究課題だが、それにあたって《ゲマインシャフトとゲゼルシャフ
ト》を直線的に延ばすのは現代の議論としては不毛になる恐れがある。最後に僅かではあ
れ、これに触れておきたい。学説の流れをみれば分かることだが、1970年代辺りからは
ドイツでも日本でもタルコット・パーソンズに代表されるアメリカの社会システム理論が
注目を集めるようになった。さらに1990年代頃からは、《オートポイエーシス》の概念を
組み込んだニクラス・ルーマンによる社会システム理論の見直しが話題を呼び、その刺激
は今も続いている。自然科学の概念の社会科学への転移、とりわけ人間の社会性の理解へ
の応用は過去にも何度かその例があり、その現代の形態という面がある。これまた話題を
集めたユルゲン・ハーバーマスとルーマンの立場の違いもそこに加わるが、両者の対比も
近・現代の人間の共同体性をめぐる考え方の変遷の中に位置づける必要がある。さらに
21世紀に入ってからの論壇の一角では社会学者ミヒァエル・オピールカ（イェナ大学教
授）による《ゲマインシャフト》概念の再活用の試みが見られるが、目下は趨勢と言うに
は程遠い。家族の意義への独自な解釈や、また現今のホットなテーマであるベイシック・
インカムの論客であると共に、ルーマンとハーバーマスを克服しようとする論説がどこま
で説得的かは検討を要しよう。また1980年代からはフランスのピエール・ブルデューの
社会階層の再生産の理論が影響力をもち、特にドイツではそれがドイツ社会にはただちに
は適用できないとの認識にも支えられて1990 年代前半に現れたゲルハルト・シュルツェ
の《ライヴ社会》論が大きな話題になった。近・現代の集団形成の理解となると、直近の
ほぼ半世紀のこれらの動向は看過し得ず、それらを度外視して《ゲマインシャフトとゲゼ
ルシャフト》だけを取り出して云々するのは恣意的になりかねない。ルネ・ケーニヒの本
編を今さらながらと見る向きがあるのは当然だが、その周到な論説は、今も時折あらわれ
る当て推量への警告として現代への遺産と言えるだろう。
